
漆山地区福祉座談会 まとめ
開催日：令和元年8月2日（金）19:00～20:30

【当日の流れ】
１．開会挨拶…漆山社会福祉協議会 会長 樋口清隆
２．
①「地域で出来る助け合い活動」について
－１．支え合いシートについて
－２．事例報告
－３．高齢者の単身・夫婦世帯への質問事項（聞き取り）について
－４．質疑応答
②その他

３．閉会挨拶…漆山社会福祉協議会 会長 樋口清隆

【２－①「地域で出来る助け合い活動」について】

－１．支え合いシートについて（漆山社会福祉協議会 樋口会長）

漆山地区全戸に配布されている支え合いシート。

生活の中で目につきやすい場所（冷蔵庫を推奨）に貼ることで、普段の生
活の中で気づく・思いやる意識を醸成することを目的としている（特別新たに
何かをするわけではない）。

普段の暮らしで、「新聞が何日も溜まっているな～」「夜になっても電気がつ
かないな～」「最近本人の様子がおかしいな～」といった気づきを班長や自
治会長へ連絡することでお互い様の地域を作っている。

－定着してこそ効果を発揮するもの－

このシートは配布して終わりではなく、漆山地区の住民の意識が変化して
こそ効果を発揮するもの。世帯構成の変化や生活スタイルの変容によって、
孤立死など新たな福祉課題が漆山でも発生している昨今において、この意
識が醸成されてこそ安心して暮らし続けられる漆山地区が作られると思う。
定着に向けて引き続き自治会長や班長と協働していきたい。

－２．事例報告（西蒲区社会福祉協議会 石黒）

－地域住民の気づき・つなぎによって救われた命－

西蒲区内において最近あった事例。

地域住民が５０代のひとり暮らしの方を心配に思い民生委員へ相談。民生
委員から社協へつながる。
地域住民・民生委員・保健師・社協が連携し、本人宅を訪問。
体調不良の状態で生活しており、すぐに救急車で搬送される。
⇒地域住民の気づきがなければ亡くなっていたかもしれない・・・。

そのため、支え合いシートのように住民の方の気づき・思いやりの力は非
常に大きいものになると考えている。



【２－①「地域で出来る助け合い活動」について】

－３．高齢者の単身・夫婦世帯への質問事項（聞き取り）について
（漆山社会福祉協議会）

福祉座談会を行うにあたり、事前に漆山社会福祉協議会と地区担当民生委員で高
齢者世帯を訪問し、聞き取り調査を実施。

ー聞き取った生の声ー ※一部抜粋

質問①現在困っていることは？
・重い家具の移動や庭の手入れ、除雪ができない。
・日中の話し相手がいない。
・怪我をした際に頼れる人がおらず、たまたま来た来客者に救急車を呼んでもらった。

質問②将来、不安に思っていることは？
・自動車の運転ができなくなると通院や買い物をどうすればいいか不安。
・経済面が不安。
・健康面が心配（認知症、施設入所できるか等）。

質問③漆山地域に「お茶の間」のような場所があったら利用しますか？
◯利用したい
・会話や運動等を楽しみたい。

◯利用したくない
・人付き合いが疲れる（目的がないと行きづらい）。

－４．質疑応答
「実際困っている人がいることが分かった。住民が行う生活支援について視察に行ったと聞いたが詳しい情

報を聞きたい」
⇒西蒲区支えあいのしくみづくり推進員：塩澤推進員が回答
横戸・卯八郎受の取り組みについて紹介。

「支え合いシートは今後どう取り組むか」
⇒漆山社会福祉協議会 樋口会長が回答
今後も継続する。皆さんの協力を願う。

巻圏域支えあいのしくみづくり推進員：佐藤推進員助言
漆山地区の先駆けた取り組みを他地区が手本にし取り組んでいる

「コミ協開催敬老会には地区に協力要員について」
⇒巻地区民生委員:梨本民生委員が説明

各地区（２３自治会）女性部２名が動員、若い世代次期担い手。

「巻圏域サービスガイドを自治会で利用について」
⇒巻圏域支えあいのしくみづくり推進員：佐藤推進員が回答

佐藤推進員が作成したもので有効利用は可能。また、改定がある、今回買い物サービス・地域の茶の間が
新たに掲載がある。

－5．終りに各機関より一言
西蒲区役所健康福祉課

・にしかんウォーキングの紹介。住民の声は貴重なのでいろんな場を通して相談しながら住みよい地域を
一緒に作っていきたい。
包括支援センター巻

・この時期、高齢者見守りで熱中症が心配。高齢者に関する総合相談窓口だが、高齢以外の方も各機関と
連携して困りごとの解決に取り組むので心配な方がいたら相談していただければ。
西蒲区社会福祉協議会
・聞き取り調査では、住民や地域での困りごと・課題が浮き彫りになったように
思います。当会も共に汗を流しながら地域づくりに努めたいと思います。


